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のステージイベントのステージイベント にぎわう会場にぎわう会場
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光に包まれる帝釈峡
８月４日～ 20日、名勝・国定公園帝釈峡記念事業の一環として「帝釈峡ライトアップイベント」８月４日～ 20日、名勝・国定公園帝釈峡記念事業の一環として「帝釈峡ライトアップイベント」
が開催され、帝釈峡の永明寺周辺が温かい光に包まれました。４日にはオープニングイベント、20が開催され、帝釈峡の永明寺周辺が温かい光に包まれました。４日にはオープニングイベント、20
日にはクロージングイベントも行われ、多くの人でにぎわいました。（関連記事：裏表紙）日にはクロージングイベントも行われ、多くの人でにぎわいました。（関連記事：裏表紙）



まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

庄原花のまち応援隊

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

活 動
内 容

花を活用した市街地のにぎわいづくり

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、自治定住課自治振興係（☎ 0824-73-1209）まで。
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父母より：弟とけんか
もするけれど、お姉ち
ゃんらしくなりました。元気に、大きくなーれ！

保や
す
だ田  

李り

り

か

里
花
ち
ゃ
ん
（
東
城
町
）

Ｒ
１
年
12
月
28
日
生
ま
れ

ご
ショット
な みま

父母より：
生まれてきてくれて、ありがとう！すくすく、大きくなーれ！

保や
す
だ田  

蒼そ

ら來
ち
ゃ
ん
（
東
城
町
）

Ｒ
５
年
５
月
17
日
生
ま
れ

父母より：
かんしゃくを出し、困

らせるけど、笑顔がか

わいいよ！

保や
す
だ田  

漣れ
ん

く
ん
（
東
城
町
）

Ｒ
３
年
７
月
27
日
生
ま
れ

　
●東城サッカースポーツ少年団

ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

　「東城をサッカーの町に！」を合言葉に昭和51年に設立しました。
　サッカーを通じて、協調性や自主性を育むことを目的に活動しています。
　指導者をはじめ、ＯＢ・ＯＧの皆さん、地域の方々や保護者など、たく
さんの「サポーター」に支えられながら、現在37人の団員が、毎週火・木・
土曜日に東城小学校のグラウンドで元気いっぱいにボールを追いかけてい
ます。
　団員を随時募集しています。体験入団もできますので、まずは気軽に
練習に参加してみてください。

　私たちは、庄原市街地（まちなか）のにぎわいづくりのため、
“花でにぎわうまち”をコンセプトに「花と緑があふれるまちづくり
事業」を令和３年４月からスタートしました。
　「庄原の魅力を伝えたい」という願いのもと、市役所本庁舎を中心
に年２回（春・秋）、四季を彩る花を 300 個のプランターに植栽して
います。
　植栽は小中学校・高校・特別支援学校の児童生徒に協力してもらい、
プランターの水やりなどは設置した個人宅・商店の皆さんに関わって
もらっています。これらの取り組みを続けてきたことで、私たちの活
動を知ってくれている人が増えてきました。
　今後も地域内の皆さんとつながり、にぎわ
いづくりを目指して取り組みを進めていきま
すので、ご参加・ご協力をお願いします。

【問い合わせ】
庄原自治振興センター内　☎ 0824-72-3777

市 民 の ペ ー ジ

問
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合
わ
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農
業
振
興
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係
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‐
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１
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１

　

９
月
は
、
葉
菜
・
根
菜
類
の
種
ま
き
、

育
苗
・
植
え
付
け
、
間
引
き
、
追
肥
・

土
寄
せ
な
ど
の
作
業
が
並
行
的
に
行
わ

れ
、
繁
忙
期
を
迎
え
ま
す
。

　

適
度
な
降
雨
が
あ
る
と
、
秋
野
菜
の

植
え
付
け
も
順
調
に
進
み
ま
す
。
植
え

付
け
の
際
に
は
高
畝う

ね

に
し
て
湿
害
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。
夏
の
暑
さ
が
落
ち
着
き
、

気
温
が
上
が
ら
な
く
な
っ
て
き
た
ら
、

十
分
な
生
育
量
が
得
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
残
暑
が
続
い
て
い
る
う
ち
に
、
種

ま
き
や
植
え
付
け
を
済
ま
せ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

種
ま
き

　

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
コ
マ
ツ
ナ
な
ど
の

種
ま
き
が
本
格
化
し
ま
す
。
暑
さ
が
続

い
て
い
る
場
合
は
、
種
ま
き
後
に
遮
光

ネ
ッ
ト
な
ど
で
被
覆
し
ま
す
。
ネ
ッ
ト

を
張
っ
た
ま
ま
だ
と
徒と

ち
ょ
う長
（
茎
や
枝
が

必
要
以
上
に
伸
び
る
こ
と
）
し
や
す
く

な
る
た
め
、
本
葉
が
４
～
５
枚
に
な
っ

た
ら
取
り
除
き
ま
す
。
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

は
特
に
暑
さ
に
弱
い
た
め
、
涼
し
く
な

る
の
を
待
っ
て
か
ら
種
を
ま
き
ま
す
。

植
え
付
け

　

レ
タ
ス
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
苗
は
、
本

葉
４
～
５
枚
に
育
っ
た
頃
が
植
え
付
け

営
農
指
導
員
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

９
月
は
野
菜
栽
培
の
繁
忙
期
！

適
期
で
す
。
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
畝
幅
60

セ
ン
チ
、
株
間
45
セ
ン
チ
に
植
え
付
け

ま
す
。
レ
タ
ス
は
ポ
リ
マ
ル
チ
を
張
り
、

植
え
付
け
ま
す
。
気
温
の
高
い
時
期
は

白
黒
マ
ル
チ
（
表
が
白
・
裏
が
黒
）、
定

植
時
の
気
温
が
下
が
る
に
つ
れ
て
黒
色

マ
ル
チ
（
表
が
黒
）
を
使
い
ま
す
。

間
引
き

　

筋
ま
き
を
し
た
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
コ

マ
ツ
ナ
は
発
芽
後
に
密
生
し
て
い
る
株

を
間
引
き
、
本
葉
２
～
３
枚
の
頃
に
株

間
３
～
４
セ
ン
チ
に
し
ま
す
。

台
風
に
備
え
る

　

適
度
な
降
雨
は
“
恵
み
の
雨
”
と
な

る
一
方
、
長
雨
・
台
風
は
農
作
物
の
作

況
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
台
風
が
発

生
し
た
ら
被
害
軽
減
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

①
菜
園
を
囲
む
よ
う
に
暴
風
ネ
ッ
ト
を

張
る
。

②
種
ま
き
、
植
え
付
け
間
の
な
い
野
菜

に
は
寒か

ん
れ
い
し
ゃ

冷
紗
や
ネ
ッ
ト
を
直
掛
け
し
て

保
護
す
る
。

③
生
育
中
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、キ
ャ
ベ
ツ
、

ネ
ギ
な
ど
は
株
元
に
土
寄
せ
を
行
う
。

④
風
で
傷
付
き
や
す
い
ナ
ス
、
ピ
ー
マ

ン
、
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
果
実
は
小
さ
く

て
も
早
め
に
収
穫
す
る
。

⑤
台
風
通
過
後
に
は
株
の
倒
伏
、
茎
葉

の
損
傷
、
病
気
の
誘
発
な
ど
が
あ
る
た

め
、
早
め
に
殺
菌
剤
を
散
布
す
る
。

営
農
指
導
員
　
若わ
か
や
ま山

　
　
譲
ゆ
ず
る
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一
度
は
比
和
町
か
ら
離
れ
て
も
「
や
っ
ぱ

り
比
和
が
い
い
」
と
帰
っ
て
く
る
こ
と
を
選

ん
だ
足
立
さ
ん
に
、
話
を
聞
き
ま
し
た
。

比
和
の
自
然
が
大
好
き

　

私
は
三
次
市
で
生
ま
れ
育
ち
、
建
設
会
社

を
営
む
夫
と
結
婚
し
て
比
和
町
に
移
り
住
み

ま
し
た
。
結
婚
前
か
ら
山
登
り
な
ど
で
比
和

に
は
よ
く
来
て
お
り
、
自
然
が
豊
か
な
場
所

に
住
め
る
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

結
婚
当
時
は
、
夫
の
会
社
が
本
当
に
忙
し

く
、
私
も
建
設
業
に
携
わ
り
ま
し
た
。
元
々

乗
り
物
を
運
転
す
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
の

で
、
４
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
た
り
、
重
機

の
免
許
を
取
得
し
た
り
し
ま
し
た
。
道
路
の

草
刈
り
も
し
て
、
冬
に
は
早
朝
か
ら
除
雪
車

の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
連
絡
す
る
な
ど
、
何
で

も
こ
な
し
ま
し
た
。
結
婚
前
ま
で
し
た
こ
と

の
な
か
っ
た
農
業
も
始
め
、
い
つ
も
体
を
動

か
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
か
ら
約
14
年
前
、
建
設
会
社
を
廃
業
し

問
い
合
わ
せ

自
治
定
住
課
定
住
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
７

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
暮
ら

し
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
、シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

ま
ち
を
知
り
、地
元
の
新
た
な
魅
力
を
発
見
す
る
こ
と

で
、人
を
、ま
ち
を
、も
っ
と
好
き
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

比和町の人と自然が大好きな
足
あ だ ち

立　綾
あ や こ

子さん

た
後
に
夫
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

友
だ
ち
や
地
域
の
人
た
ち
に
支
え
て
も
ら

い
な
が
ら
一
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、

私
が
体
調
を
崩
し
た
こ
と
も
あ
り
、
石
川
県

金
沢
市
に
住
む
娘
の
と
こ
ろ
へ
移
り
住
む
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

比
和
町
に
帰
り
た
い

　

金
沢
市
で
の
住
ま
い
は
、
商
業
施
設
や
病

院
な
ど
が
近
く
と
て
も
便
利
で
し
た
が
、
そ

の
分
交
通
量
が
多
く
、
ず
っ
と
静
か
な
場
所

で
暮
ら
し
て
き
た
私
に
は
合
わ
な
い
と
痛
感

し
ま
し
た
。
比
和
の
人
と
自
然
が
恋
し
く
な

り
、
悩
み
ま
し
た
が
約
３
カ
月
後
に
比
和
に

戻
っ
て
く
る
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。

　

比
和
に
帰
っ
て
き
た
時
、
周
り
の
人
た
ち

の
反
応
が
少
し
心
配
で
し
た
が
、み
ん
な
「
お

帰
り
！
」
と
言
っ
て
あ
た
た
か
く
迎
え
て
く

れ
て
、「
や
っ
ぱ
り
私
の
住
む
場
所
は
こ
こ
だ
」

と
実
感
し
ま
し
た
。

　

比
和
に
帰
っ
て
き
て
４
年
。
社
会
福
祉
協

議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
町
内
の
そ
ば
店
の

手
伝
い
に
出
た
り
、
豊と

よ
う
ら浦
さ
ん
（
８
月
号
掲

載
）
の
寺
ヨ
ガ
に
参
加
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

な
ん
で
も
話
せ
る
友
達
が
い
て
、
や
っ
ぱ

り
比
和
が
一
番
好
き
だ
と
思
い
ま
す
し
、ず
っ

と
こ
こ
に
住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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　令和５年６月時点で、119 人の２級指導士（※１）が、
地域のサロンやデイホームなどの集まり場で体操教室
を中心に活動しています。
　また本市では、これまで１級指導士（※２）の養成
を行えていませんでしたが、昨年度から養成を開始し、
今回新たに６人の１級指導士が誕生しました。
　１級指導士は、２級指導士養成講習会の講師役に加
え、介護予防の知識とリハビリ体操の普及啓発のため、
指導士の中心的な役割を担っていきます。

※１…２級指導士養成講習会の全課程（８日間 40 時間）を修了した人を市が認定しています。
※２…２級指導士として２年以上活動し、庄原市シルバーリハビリ体操指導士会から推薦された人で、講習 ( ４
　　　日間 20 時間 ) と実習 ( ８日間 40 時間 ) をすべて修了した人を市が認定しています。
【1 級指導士の声】
▪受講生が体操の目的を理解し、楽しく講習を受けてもらえるように、１級指導士６人がチームとなり、頑張
　っていきたいです。また、多くの人に体操に興味を持ってもらい、高齢になっても地域の人が通いやすい体
　操教室を目指しています。

　地域のデイホームやサロンからの体操の申し込みを受け付けているほか、指導士会主催の定例教室を各地域で
開催しています。　
　本年度は新たに「東・山内」「高野」の２地域で定例教室が立ち上がりました。ぜひ一緒に体操しましょう！

【参加者の声】
▪体操もですが、同じ年代の指導士が体験談を基に話をしてくれるので非常に役に立ちます。「私も膝が痛い
　んですよ」と言われると、一緒だな～と思い、勧められた体操を続ける励みになります。
▪体操を通じて地域の人と交流することができて、うれしかったです。

【指導士の声】
▪みんなが定期的に集まって、楽しく会話をすると元気になれます。
　今後も自分のため、地域のために、みんなと励まし合って体操を継続していきます。

　自分の健康のために、地域の周りの人と一緒にシルバーリハビリ体操活動をしませんか？現在、２級指導士に
なりたい人を募集しています。希望する人は高齢者福祉課までご連絡ください。
講習日程
９月 27 日 ～ 11 月 15 日　毎週水曜日（全８回）
10 時～ 16 時
受講対象者
● 60 歳以上の庄原市民
● 積極的にボランティア活動ができる人
【2 級指導士の声】
▪知れば知るほど、この体操の必要性と効果が分かりました。高齢化率の高い地域に住む私たちは、自分でで
　きることに積極的に取り組み、柔軟な体と柔軟な脳を身に付け、明るい未来を子どもたちに残してあげられ
　たらいいなと思います。

庄原市シルバーリハビリ体操
～１級指導士が誕生～

　市は、住民参画型の介護予防事業としてシルバーリハビリ体操を推進しています。
　シルバーリハビリ体操は、スポーツやリズムに合わせた運動とは違い、道具を使わず「いつでも・どこでも・
ひとりでも」できます。体操を指導するのは、市が実施する養成講習会を修了した 60 歳以上の「指導士」で、
体操の普及と住民主体の地域づくりに取り組んでいます。

● １級指導士の養成● １級指導士の養成

● 指導士の活動や参加者の声を紹介します● 指導士の活動や参加者の声を紹介します

　 一緒に地域で活動しましょう！　 一緒に地域で活動しましょう！
　 秋の２級指導士養成講習会受講生を募集中です　 秋の２級指導士養成講習会受講生を募集中です

【指導士会主催の定例教室一覧】（R5.7.31時点）
地域 曜日 とき ところ 問い合わせ
庄原 第３火曜日

13時30分～14時30分

庄原自治振興センター
高齢者福祉課
地域包括支援センター係
☎0824-73-1165

峰田 第１木曜日 峰田自治振興センター
敷信 第４木曜日 敷信自治振興センター

東・山内 第３木曜日 東自治振興センター

西城 第３水曜日 西城保健福祉センター
しあわせ館

西城支所地域振興室
☎0824-82-2202

東城 第１月曜日
第３水曜日 13時30分～15時 東城自治振興センター 東城支所市民生活室

☎08477-2-5131

高野 第３木曜日 9時30分～11時 湯川コミュニティセンター 高野支所地域振興室
☎0824-86-2115

　市と指導士会が共同で普及啓発動画を作成しました。
　体操の紹介はもちろん、実際の指導士の活動の様子を Y

ユ ー チ ュ ー ブ

outube
で見ることができます。
　また、市役所本庁舎１階市民ホールや西城市民病院でも上映し
ていますので、ぜひご覧ください。

● 動画でも紹介しています● 動画でも紹介しています

▲ 1 級指導士と体操を推進する関係者の皆さん

高齢者福祉課地域包括支援センター係　☎0824-73-1165
保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255

●

健康寿命を延ばすには？
　　　「シルバーリハビリ体操」
　　　　　　　　をおススメします
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９月は世界アルツハイマー月間、９月は世界アルツハイマー月間、
９月21日は世界アルツハイマーデーです９月21日は世界アルツハイマーデーです
～令和５年度標語「もっと知ろう  もっと語ろう  認知症」～～令和５年度標語「もっと知ろう  もっと語ろう  認知症」～

　認知症は、脳の病気や障害などにより、認知機能が低下し、日常生活に支障がある状態をいいます。
　市は、市民の皆さんに認知症の正しい理解を深めてもらうため、認知症の相談を受けたり、出前
トークで講座を実施したりしています。
　この「世界アルツハイマー月間」を通して認知症について考えてみませんか。

▶認知症サポーター養成講座を受ける

▶９月に市内図書館で認知症関連図書の展示を実施しているので行って読んでみる

▶認知症講座などの講演会へ参加する　などがあります。

　皆さんも講座を受講するなど、認知症になった本人とその家族への支援について改めて考えてみてください。認

知症になっても安心して暮らせる社会づくりを目指しましょう。

▶医療と介護サービスにつながったので良かった　

▶相談をきっかけに、家族が積極的に関わってくれるようになった　

▶認知症初期集中支援チームの対応が終了しても、小まめにサポート

してもらえて助かった

　７月 20 日、庄原実業高校３年生を対象に認知症サポーター養成講座を開催し、新たに 13 人の認知症サポーター

が誕生しました。

　認知症サポーターとは、認知症について正しく理解し、偏見を持たず、認知症の人や家族を見守る「応援者」

のことです。

　今回は、市内のケアマネジャーや介護職員などで構成さ

れるキャラバン・メイトが講師を務め、聖
せい

仁
じん

会
かい

居宅介護支

援事業所の横
よこ

山
やま

陽
よう

子
こ

さん、ハピネスヒル居宅介護支援事業

所の吉
よし

岡
おか

梨
り

絵
え

さんと竹
たけ

田
だ

直
なお

美
み

さん、相
そう

扶
ふ

の郷
さと

居宅介護支援

事業所の正
しょう

畑
はた

知
ち

里
さと

さんが講師として参加しました。 

　講座では、認知症の症状や相談窓口についての講義が行

われた後、グループワークを行い、医療福祉の専門職と自

分たちができるサポートについて意見交換を行いました。

　受講者は「今日習ったことを伝えて、周囲のみんなで協

力して支えていきたい」「ケアマネジャーや介護福祉士など

将来の進路に対する視野が広がった」と話しました。

連絡先 電話番号
庄原市地域包括支援センター（高齢者福祉課内） ☎ 0824-73-1165

西城サブセンター（西城支所 地域振興室内） ☎ 0824-82-2202

東城サブセンター（東城支所 市民生活室内） ☎ 08477-2-5131

口和サブセンター（口和支所 地域振興室内） ☎ 0824-87-2112

高野サブセンター（高野支所 地域振興室内） ☎ 0824-86-2115

比和サブセンター（比和支所 地域振興室内） ☎ 0824-85-3001

総領サブセンター（総領支所 地域振興室内） ☎ 0824-88-3063

グループワークの様子

　家族や近所の人が認知症の症状に困っていませんか？

　認知症の正しい知識を学ぶ方法

　認知症サポーターが新たに誕生しました

認知症初期集中支援認知症初期集中支援

チームを利用した人
の声

チームを利用した人
の声

　「この症状は認知症かな」「どこに相談したらいいかわからない」「何科を受診したらいいの」など、あなたの周り

に認知機能の低下で悩んでいる人はいませんか？

　そんな時は市の地域包括支援センターへご相談ください。

　市は「認知症初期集中支援チーム」を設置し、相談内容に応じてさまざまな対応をしています。

●認知症初期集中支援チームとは
　家族の相談などにより、複数の専門職が認知症が疑われる人や認知症の人、その家族を訪問し、アセスメ

ント（多様な視点で情報を収集し、課題やニーズを明らかにすること）や家族支援などの初期支援を包括的・

集中的に行い、自立生活のサポートを行うチームです。

高齢者福祉課地域包括支援センター係　☎0824-73-1165

庄
原
警
察
署　

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
１
１
０

「
電
子
マ
ネ
ー
の
番
号
を
教
え
て
」は　

詐
欺
で
す
！

　

市
内
で
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー

ル
な
ど
を
通
じ
て
、

▼
有
料
サ
イ
ト
の
未
納
料
金
を
払
っ
て
！

▼
高
額
当
選
の
手
数
料
を
払
っ
て
！

▼
パ
ソ
コ
ン
の
ウ
イ
ル
ス
を
除
去
す
る
費
用

　

を
払
っ
て
！

な
ど
と
、
身
に
覚
え
の
な
い
未
納
料
金
や
手

数
料
、
登
録
料
な
ど
の
支
払
い
を
「
電
子
マ

ネ
ー
」
で
要
求
す
る
詐
欺
が
急
増
し
て
い
ま

す
。

　

犯
人
に
指
示
さ
れ
る
ま
ま
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
や
、
家
電
量
販
店
で
電
子
マ
ネ
ー

を
購
入
し
、
犯
人
に
こ
の
電
子
マ
ネ
ー
の
番

号
を
伝
え
る
こ
と
で
、
電
子
マ
ネ
ー
の
購
入

代
金
が
だ
ま
し
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
店
員
か
ら

「
詐
欺
で
は
な
い
か
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
て

も
、
冷
静
な
心
を
失
い
、
被
害
に
遭
う
ケ
ー

ス
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、

▼
不
審
な
画
面
、
メ
ー
ル
な
ど
は
無
視
！

▼
表
示
さ
れ
た
電
話
番
号
に
慌
て
て
連
絡

　

し
な
い
！

▼
即
断
よ
り
も
相
談
！
必
ず
誰
か
に
相
談

　

す
る
！

な
ど
の
注
意
が
必
要
で
す
。

《
オ
ト
モ
ポ
リ
ス
》
で
安
心
・
安
全
！　

広
島
県
警
察
防
犯
ア
プ
リ

　

皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
地
域
で
、
ど
ん
な

事
件
や
事
故
が
起
き
て
い
る
か
知
っ
て
い
ま

す
か
？

　

広
島
県
警
察
安
全
安
心
ア
プ
リ
「
オ
ト
モ

ポ
リ
ス
」
は
、
生
活
圏
内
で
発
生
し
て
い
る

事
件
や
事
故
、
不
審
者
情
報
な
ど
を
マ
ッ
プ

で
一
覧
で
き
る
機
能
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
防
犯
ブ
ザ
ー
の
機
能
や
、
痴
漢
・

不
審
者
対
策
の
機
能
な
ど
が
備
わ
っ
て
い
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
安
全
安
心
の
オ
ト

モ
と
し
て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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n

健康広場

１．生活習慣を改善しよう

生活習慣を改善することで、がんになるリスクを減らすことができます。

２．がん検診を受診しよう

　がんは早期では症状がほとんどありません。
一方で、診断と治療の技術が進歩したことにより、早期発見・早期治療ができるようになり、
治癒することも可能となってきました。
　がん予防に取り組むことが何より大切ですが、症状がないまま進行するがんを早期発見する
には、定期的にがん検診を受けることも大切です。
　そして、がん検診を受診した後、「精密検査が必要」と診断された場合は、必ず医療機関で
検査を受けましょう。
　がんを経験した人からは「がん検診でがんが見つかったが、すぐに受診して治療ができた。
がん検診を受けてよかった」という声を聞きます。
　生活習慣を改善しながら、定期的にがん検診を受けて元気な体を維持しましょう。

～５つの健康習慣の実践～

①たばこは吸わない。他人のたばこの煙を避ける。
②飲酒をするときは節度のある量に留める。
③食事は栄養の偏りをなくし、バランスよくとる。
④適度な運動など、日常生活を活動的に過ごす。
⑤適正体重を維持する（太りすぎない、やせすぎない）。

がん予防
自分でできることを

始めよう！

保健医療課健康推進係　☎ 0824 ｰ 73 ｰ 1255

がん予防法

　がんは日本人
の死亡原因の第

１位です。

　現在、日本人
の２人に１人は

、一生の

うちに何らかの
がんにかかり、

３人に１

人はがんで死亡
すると言われて

います。

　がんは、誰も
がなる恐れの

ある身近な病気
です。

　

子
育
て
を
し
て
い
く
中
で
不
安
に

な
っ
た
り
、
悩
ん
だ
り
す
る
こ
と
は

誰
に
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
子
育
て
中
の
悩
み
を
少

し
で
も
解
消
す
る
た
め
、
毎
年「
子

育
て
勉
強
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

年
に
４
回
開
催
し
て
お
り
、
本
年
度

の
第
１
回
目
は
６
月
18
日
に
開
催
し

ま
し
た
。

子育て勉強会に参加してみませんか子育て勉強会に参加してみませんか
ほのぼのネット（庄原市子育て世代包括支援センター）ほのぼのネット（庄原市子育て世代包括支援センター）
☎0824-73-1214☎0824-73-1214

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
地
域
づ
く
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
地
域
づ
く
り

（
令
和
５
年
度
実
施
事
業
）

（
令
和
５
年
度
実
施
事
業
）

宝
く
じ
の
助
成
金
で
地
域
活
動
に
必
要
な
備
品
を
整
備

宝
く
じ
の
助
成
金
で
地
域
活
動
に
必
要
な
備
品
を
整
備　
（
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）

　
（
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）

　

市
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
が
、宝
く
じ
を
財

源
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
採
択
を
受

け
、備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促

進
と
そ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う
事
業

で
、地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
役
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

（
こ
の
事
業
を
活
用
し
て
整
備
し
た
備
品
に
は「
宝

く
じ
」の
マ
ー
ク
を
取
り
付
け
て
い
ま
す
）

実施団体名 整備備品 事業実施の成果 上段：助成金
下段：事業費

金田自治会
（写真①②）

長机、パイプ椅子、
冷凍冷蔵庫、掃除
機、加湿空気清浄
機、ノートパソコ
ン、タープ、インク
ジェット複合機

行事へ参加しやすい環境を整
えることで、コミュニティ活動
を促進し、地域の連帯感に基づ
く自治意識の醸成が期待でき
る。

1,100,000円
1,177,990円

大月自治会
（写真③）

長机、パイプ椅子、
発電機、LEDスタ
ンドライト、トラ
ンシーバーなど音
響機器

地域内の各施設でのイベントの開
催がスムーズになり、市内外から
多くの来場者を受け入れる体制が
確立されることで、地域の活性化
が期待できる。

1,700,000円
1,710,280円

自
治
定
住
課
自
治
振
興
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
９

①

③

②

　

本
年
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参

加
も
可
能
と
な
り
、
初
回
は
28
人
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

申
し
込
み
は
、
電
話
ま
た
は
電
子

母
子
手
帳
ア
プ
リ「
ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ

ト
ア
プ
リ
」
で
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
が
で

き
ま
す
。

　

会
場
に
は
託
児
も
あ
り
ま
す
の
で

ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【令和５年度子育て勉強会予定表】
とき ところ 内容 申込期限

10月22日㈰
13時から

東城子育て
支援センター

【アンガーマネジメント】
　怒りは我慢するのではなく、うまく付
き合うことで、日々の悪循環や自己嫌悪
を和らげることができます。
　怒りの波をうまく乗りこなしながら
子育て・仕事に向き合いましょう。

10月16日㈪

12月３日㈰
13時から

庄原ひだまり
広場

【子どもへの上手な伝え方・ほめ方】
　伝え方とほめ方の上達には、ちょっと
したコツがあります。
　親の伝えるスキル、ほめるスキルが向
上すると、子どもとの関係も良くなり、
子どものやる気もアップします。
　子どものモチベーションを上げる、
ご褒美の使い方についてもお話ししま
す。

11月27日㈪

２月18日㈰
13時から

庄原ひだまり
広場

【子どもの困った行動への対応】
　子どものイヤイヤ期には、泣きじゃく
る言うことを聞かないなどの行動が出
てきます。
　困った行動への対策、イヤイヤ期の乗
り越え方をお話しします。

２月13日㈫
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  SHISEI  Topics

　市政トピックス 　市政トピックス 
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オリンピック金メダリストから水泳を学ぶ
レベルアップ水泳教室

芸備線とバスで満喫する夏の庄原
備後庄原駅発　臨時無料シャトルバスを運行

生涯
学習課

地域
交通課

　

７
月
２
日
、
庄
原
市
西
城
温
水
プ
ー
ル
水

夢
で
、レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
水
泳
教
室
を
開
催
し
、

市
内
小
学
生
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
で
、
庄
原
市
ス
ポ
ー

ツ
大
使
の
金か

ね
と
う藤
理り

え絵
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

初
級
コ
ー
ス
と
中
上
級
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、

指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

金
藤
さ
ん
は
、
最
初
に
「
泳
ぐ
こ
と
が
苦

手
な
人
で
も
、
水
泳
教
室
を
通
じ
て
、
少
し

で
も
泳
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

初
級
コ
ー
ス
で
は
、
ク
ロ
ー
ル
の
息
継
ぎ

の
仕
方
や
、
腕
の
使
い
方
を
中
心
に
習
い
、

中
上
級
コ
ー
ス
は
、
け
の
び
（
プ
ー
ル
の
壁

を
蹴
っ
て
、
う
つ
伏
せ
で
水
面
に
浮
い
た
ま

ま
進
む
こ
と
）
や
ク
ロ
ー
ル
、
平
泳
ぎ
の
泳

ぎ
方
を
教
わ
っ
た
ほ
か
、
速
く
泳
ぐ
た
め
の

腕
や
足
の
使
い
方
な
ど
、
本
格
的
な
水
泳
指

導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
「
こ
れ
か
ら
も
練
習
し

て
、も
っ
と
速
く
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」

と
満
足
そ
う
で
し
た
。

　

７
月
29
日
か
ら
８
月
13
日
の
土
日
祝

日
（
８
月
６
日
を
除
く
）、
Ｊ
Ｒ
芸
備

線
快
速
「
庄
原
ラ
イ
ナ
ー
」
に
合
わ
せ

た
臨
時
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
庄
原
市
芸
備
線
・
木
次
線
利

用
促
進
協
議
会
が
、
芸
備
線
の
利
用
促

進
と
し
て
、
公
共
交
通
の
み
で
は
訪
れ

る
こ
と
が
難
し
い
観
光
地
な
ど
へ
の
交

通
手
段
を
整
備
し
、
庄
原
ラ
イ
ナ
ー
に

よ
る
誘
客
を
図
る
た
め
、
実
証
運
行
に

取
り
組
ん
だ
も
の
で
す
。

　

夏
休
み
期
間
中
の
運
行
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
家
族
で
学
び
・
楽
し
め
る
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
、
帝
釈
峡
を
は
じ
め
、

比
和
自
然
科
学
博
物
館
や
道
の
駅
た
か

の
な
ど
を
巡
る
ル
ー
ト
を
設
定
し
ま
し

た
。

　

利
用
者
は
「
こ
れ
ま
で
訪
れ
た
こ
と

の
な
い
場
所
へ
の
周
遊
を
家
族
で
楽
し

め
た
」と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
庄
原
市
優
良
建
設
工
事
施
工
業
者
の
認
定
式
な
ら
び

に
優
良
技
術
者
の
表
彰
式
を
７
月
28
日
、
市
役
所
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
の
制
度
は
、
建
設
会
社
の
技
術
力
向
上
を
目
的
と
し
て
、
市

が
発
注
す
る
契
約
額
５
０
０
万
円
以
上
の
建
設
工
事
に
つ
い
て
、

品
質
や
出
来
栄
え
、
安
全
対
策
な
ど
総
合
的
に
評
価
す
る
工
事
成

績
評
定
点
が
82
点
以
上
（
満
点
１
０
０
点
）
の
成
績
を
収
め
た
工

事
の
施
工
業
者
お
よ
び
技
術
者
を
認
定
・
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

令
和
４
年
度
に
完
成
し
た
対
象
工
事
38
件
の
う
ち
、
優
れ
た
施

工
技
術
に
よ
り
認
定
基
準
を
満
た
し
た
２
社
を
「
優
良
建
設
工
事

施
工
業
者
」
と
し
て
認
定
し
、
工
事
を
担
当
し
た
技
術
者
２
人
を

「
優
良
技
術
者
」
と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。

　

認
定
制
度
を
創
設
し
た
平
成
20
年
度
か
ら
、
㈱
大
歳
組
は
８
度

目
、
小
林
建
設
㈱
は
５
度
目
の
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

木
山
耕
三
市
長
は
認
定
書
と
表
彰
状
を
手
渡
し
「
引
き
続
き
公

共
工
事
の
品
質
確
保
と
、
安
心
・
安
全
で
活
力
あ
る
地
域
の
発
展

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

建設会社と技術者の施工能力を評価
優良建設工事施工業者の認定、優良技術者の表彰

管財課

金藤さんの指導を熱心に聞く参加者

シャトルバスへ乗り込む乗客

前
列
左
か
ら
㈱
大
歳
組 

専
務
取
締
役 

京
本
憲
幸
さ
ん
、木
山
市
長
、小
林
建

設
㈱ 

代
表
取
締
役 

小
林
護
さ
ん
、後
列
左
か
ら
㈱
大
歳
組 

森
永
浩
嗣
さ
ん
、

小
林
建
設
㈱ 

山
岡
弘
樹
さ
ん

　

市
教
育
委
員
会
は
、
毎
年
、
市
内
小
学
５
・
６
年
生

の
希
望
者
を
対
象
に「
子
供
司
書
」の
養
成
講
座
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

子
供
司
書
と
は
、
学
校
や
地
域
の
図
書
館
で
読
書
の

楽
し
さ
を
伝
え
、
周
り
の
友
達
に
本
を
好
き
に
な
っ
て

も
ら
う
よ
う
活
動
を
す
る
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進

リ
ー
ダ
ー
で
す
。

　

本
年
は
、
16
人
の
児
童
が
受
講
し
、
7
月
15
日
に
、

第
１
回
目
の
講
座
と
し
て
「
全
体
研
修
」
を
行
い
ま
し

た
。
講
座
で
は
絵
本
の
読
み
語
り
の
練
習
や
、
ポ
ッ
プ

作
り
の
演
習
な
ど
に
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

児
童
は
「
子
供
司
書
に
な
る
た
め
に
、
本
を
し
っ
か

り
読
み
、
新
し
い
世
界
を
体
験
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

力
を
入
れ
た
い
」「
本
を
も
っ
と
読
ん
で
、
そ
の
楽
し

さ
を
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
る
」
と

や
る
気
に
満
ち
た
表
情
で
話
し
ま
し
た
。

　

養
成
講
座
は
12
月
ま
で
図
書
館
業
務
の
体
験
や
、
各

学
校
で
の
読
み
語
り
、
お
す
す
め
の
本
の
紹
介
な
ど
の

活
動
を
行
い
ま
す
。

　

活
動
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
県
教
育
委
員
会
か
ら
子
供

司
書
と
し
て
認
証
さ
れ
る
予
定
で
す
。

読書の楽しさを伝えるリーダーを育成
子供司書養成講座

教育
指導課

読み語りの練習をする児童

全力でコースを走る参加者

庄原会場（上段）と東城会場（下段）

　

８
月
19
日
、
道
後
山
高
原
ク
ロ
カ
ン

パ
ー
ク
で
、
第
24
回
ひ
ろ
し
ま
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
大
会
を
開
催
し
、
県
内
は
も
ち

ろ
ん
、
東
京
都
や
愛
知
県
、
大
阪
府
な
ど

全
国
か
ら
総
勢
１
０
１
０
人
の
選
手
が
出

場
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
西
城
中
３
年
の
奥お

く
つ津
駿し

ゅ
ん
す
け佑
さ

ん
と
２
年
の
石い

し
か
わ川
将ま

さ
き基
さ
ん
が
「
日
頃
練

習
し
た
成
果
を
十
分
発
揮
し
、
自
分
の
ベ

ス
ト
を
尽
く
す
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
力

強
く
選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
部
か
ら

８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
部
ま
で
の
７
種
目
37

部
門
で
行
わ
れ
、１
歳
か
ら
86
歳
ま
で
が
、

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
激
し
い
コ
ー
ス
で
健
脚

を
競
い
ま
し
た
。

　

出
場
者
は
、
西
城
町
に
広
が
る
中
国
山

地
の
大
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
、
新
記
録

に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
会
終

了
後
も
出
場
選
手
同
士
で
交
流
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

　

市
は
、
原
爆
や
戦
争
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
、
平

和
の
尊
さ
や
戦
争
の
悲
惨
さ
を
後
世
に
伝
え
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
、
平
和
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
８
月
３
日
に
庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
、
7
日
に
市
役
所
東
城
支
所
で
「
被
爆
体
験
証

言
の
伝
承
講
話
」
と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
被
爆
体
験
伝
承
者
（
庄
原
会
場
は

世せ

ら

だ

羅
田
慎し

ん
じ治
さ
ん
、
東
城
会
場
は
六む

つ
の
ぶ信
静し

ず
え枝
さ
ん
）

が
、
写
真
や
絵
、
当
時
の
広
島
市
の
地
図
を
使
い
、

被
爆
者
か
ら
受
け
継
い
だ
、
原
爆
投
下
直
後
の
街
や

人
々
の
様
子
、
戦
時
中
の
暮
ら
し
、
平
和
に
対
す
る

思
い
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
被
爆
体
験
を
聞
く
機
会
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
中
で
、
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
当
時
の
状

況
や
人
々
の
思
い
を
知
る
こ
と
は
大
変
重
要
だ
と
感

じ
た
」「
一
人
一
人
が
小
さ
な
幸
せ
、
平
和
を
守
っ

て
い
く
こ
と
が
大
き
な
平
和
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の

だ
と
感
じ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

市
は
今
後
も
、
戦
争
や
原
爆
に
関
す
る
記
憶
や
平

和
へ
の
思
い
を
次
世
代
へ
継
承
し
て
い
く
た
め
、
平

和
啓
発
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

被爆者の思いを受け継ぐ
平和啓発セミナー

総務課

力を出し切り、全力疾走
第24 回ひろしまクロスカントリー大会

生涯
学習課
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【庄原市二十歳を祝う会】
①③⑥大ホールで式典を行った　② 20 歳を代表して熊本心優さんが決意表明　④来場者受け付け
⑤前年度の 20 歳の代表 西

に し の

野薫
かおる

さんから本年度の代表 藤
ふ じ た

田結
ゆ い

さんへ花束を贈呈　⑦木山裕策さんが熱唱
その他の写真は会場入り口付近での記念撮影

生涯学習課生涯学習係　☎0824-73-1188

庄原市二十歳を祝う会
　

８
月
15
日
、
庄
原
市
民
会
館
で
「
令
和
５

年
度
庄
原
市
二は

た

ち

十
歳
を
祝
う
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
平
成
15
年
４
月
２
日
～
平
成

16
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
が
対
象
で
、

市
内
在
住
者
お
よ
び
出
身
者
１
７
３
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
出
席
者
を
代
表
し
熊く

ま
も
と本
心こ

こ
な優

さ
ん
が
「
人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
、
お

の
お
の
が
選
ん
だ
道
を
し
っ
か
り
と
歩
み
、

誰
か
の
支
え
に
な
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
人
の

た
め
に
貢
献
で
き
る
よ
う
力
を
尽
く
し
た

い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
記
念
行
事
で
は
、
出
席
者
が
中
学
３

年
生
の
時
に
開
催
さ
れ
た
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

で
の
課
題
曲
「
こ
の
星
の
ど
こ
か
で
」
を
全

員
で
歌
っ
た
ほ
か
、
歌
手
の
木き

や
ま山
裕ゆ

う
さ
く策
さ

ん
が
講
演
を
行
い
、
二
十
歳
の
皆
さ
ん
に

エ
ー
ル
を
送
る
と
と
も
に
、
自
身
の
代
表
曲

「h

ホ

ー

ム

om
e

」
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
友
人
と
の
再
会
を
喜
ん
だ
り
、

写
真
を
撮
っ
た
り
す
る
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
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目指せ昆虫博士！
　博物館公開講座「昆虫採集・標本づくり教室」・7/31

比和自然科学博物館公開講座「昆虫採集・標本づく
り教室」が行われ、市内の小学生など 46 人が参加し
ました。

午前中、参加者は昆虫採集のポイントや注意事項な
どの説明を受けた後、同博物館周辺の畑や野原で昆虫
採集を行いました。気温が高かったためかチョウは少
なかったものの、参加者は楽しそうにセミやカマキリ
など、いろいろな昆虫を捕まえていました。

午後からは、同博物館のインストラクターから作り
方を教わりながら、捕まえた昆虫の標本づくりを行い
ました。昆虫のハネや足を傷つけないように、慎重に
作業を行った参加者は「生きているように形を整える
のが難しかったけど、自分で捕まえた昆虫を標本にで
きたのがうれしかった」と話しました。

№4

暑い夏を盛り上げる

「もしも」に備えて顔よりも大きい！

　市内各地で夏祭りが開催

　口和自治振興区　防災研修会・7/4　キャベツの収穫体験・7/7

　「防災研修会」が口和自治振興センターで開催され、
口和自治振興区の住民 39 人が参加しました。
　研修会では、三次消防署口和出張所の職員を講師に
迎え、救命救急の方法について学びました。
　参加者は、模擬人形を使用して胸骨圧迫動作（心臓
マッサージ）を実践したほか、ＡＥＤの使い方から、
ＡＥＤで電気ショックを与えた後に胸骨圧迫を繰り返
す一連の流れを体験しました。体験を終えた参加者は

「緊急事態では、冷静さを保って救急処置を行う必要
があるが、そのためには日頃から訓練と体験を積む必
要があると知った。実際に器具を使用した訓練ができ
て、良い経験になった」と話しました。

　８月中、市内各地域で夏祭りが開催されました。
　８月５日は、高野福祉保健センター駐車場で「七夕
まつり in ふるさと高野」が開催され約 800 人が訪れ
ました。
　ステージでは、高野保育所園児やダンスクラブのパ
フォーマンス、大正琴や地元アマチュアバンドの演奏、
伝統芸能「盆踊り・高野民謡」が行われたほか、最後
には 150 発の花火が打ち上げられ、参加者は祭りを
楽しんでいました。
　８月 13 日は、西城町で「ヒバゴン郷どえりゃあ祭」
と「西城ふるさと祭」が初めて同時開催されました。
　当日は、約３千人が来場し、ステージショーや「ど

　総領保育所の園児が、総領自治振興区のスタッフと
キャベツの収穫を体験しました。収穫したのは、総領
自治振興区が用意した畑で育ったキャベツで、「保育
所や小学校の園児・児童の農業体験に活用してもらい
たい」との思いから育てられたものです。
　園児は、自治振興区のスタッフや先生と一緒に切り
取ったキャベツを、「重たい」と少しふらつきながら、
元気よく畑の端まで運びました。収穫が終わった後、
園児は「虫がいて怖かったけど楽しかった」「たくさ
ん取れてよかった」と話し、喜んでいました。
　収穫は数日に分けて行われ、総領保育所の年中・年
長すべての園児が収穫を体験しました。

№3

№1№2

▲高野保育所園児のパフォーマンス（七夕まつり in ふるさと高野）

▲浴衣の着こなし方を競う「浴衣コンテスト」（東城遊夏祭）

▲大きなキャベツを運ぶ園児

▲市街地を練り歩く「どえりゃあパレード」（ヒバゴン郷どえりゃあ祭）

▲出店でにぎわう会場（ふるさと盆踊り花火大会 in 比和）

▲胸骨圧迫動作を実践する参加者▲インストラクターに教わりながら標本を作る参加者

保
健
医
療
課
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
担
当　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
３
７

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

秋
開
始
接
種
が
始
ま
り
ま
す
！

秋
開
始
接
種
が
始
ま
り
ま
す
！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン　
　

秋
開
始
接
種

　

９
月
20
日
㈬
か
ら
、
令
和
５
年
秋
開
始
接

種
が
始
ま
り
ま
す
。

■
対
象
者

初
回
接
種
（
１
・
２
回
目
接
種
）
を
終
了
し

て
い
る
全
て
の
人

※
生
後
６
カ
月
以
上
５
歳
未
満
は
、
３
回
目

接
種
ま
で
が
初
回
接
種
。

■
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

オ
ミ
ク
ロ
ン
株X

B
B

.1.5

に
対
応
し
た
１

価
ワ
ク
チ
ン

■
接
種
期
間

９
月
20
日
～
令
和
６
年
３
月
31
日

接
種
券
の
発
送
対
象
者

　

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
に
は
、
必
ず
接
種

券
が
必
要
で
す
。
各
対
象
者
に
は
、
９
月
11

日
以
降
、
順
次
接
種
券
を
発
送
し
ま
す
。

▼
令
和
５
年
春
開
始
接
種
の
対
象
者
（
65
歳

　

以
上
、
医
療
・
高
齢
者
施
設
従
事
者
、
基

　

礎
疾
患
が
あ
る
人
）

　

→
５
月
８
日
～
９
月
19
日
に
オ
ミ
ク
ロ
ン

　
　

株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
た
人

▼
右
記
以
外
の
５
歳
以
上
の
人

　

→
令
和
４
年
９
月
20
日
～
令
和
５
年
５
月

　
　

７
日
に
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン

　
　

の
接
種
を
受
け
た
人

▼
生
後
６
カ
月
以
上
５
歳
未
満
の
人

　

→
初
回
接
種
を
受
け
た
人

接
種
券
を
紛
失
し
た
人

　

市
で
再
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

窓
口
に
接
種
券
発
行
申
請
書
が
あ
り
ま
す

の
で
、
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
窓
口
で
の
手
続
き
が
困
難
な
人
は
郵
送

で
の
手
続
き
も
可
能
で
す
。

■
受
付
窓
口

保
健
医
療
課
医
療
予
防
係

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
係

（
西
城
・
東
城
支
所
は
保
健
福
祉
係
）

無
料
（
全
額
公
費
）
で
の
接
種
は　

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
！

　

予
防
接
種
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
、
無

料
で
接
種
を
受
け
ら
れ
る
期
間
は
令
和
６

年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
検
討
し
て
い
る
人
は
、
早
め
に
受
け

て
く
だ
さ
い
。

えりゃあパレード」、豪華賞品が当たる「福餅まき」「子
ども大抽選会」などが行われ大いににぎわいました。
　また、保育所や学校、地域の皆さんが作成した灯籠
が、西城川やパレード沿道を照らし、1,500 発の花火
と共に夏の夜を彩りました。
　この他にも、８月 12 日は東城町で「東城遊夏祭」、
８月 15 日は比和町で「ふるさと盆踊り花火大会 in
比和」が行われました。
　祭りに参加した人は「夏休みに帰省した子どもたち
と久しぶりの祭りを楽しめて、良い夏の思い出を作れ
た」「思ったよりも多くの人がいて驚いた。地域の魅
力発信につながればうれしい」と話しました。



おお知らせ知らせInformatioInformationn

※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

人 権 相 談

庄原 10月３日㈫・17日㈫
13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 広島法務局三次支局
☎0824-62-5070

西城 10月12日㈭13時30分～15時30分 西城支所
高野 10月10日㈫13時～15時 高野支所
比和 10月３日㈫13時30分～15時30分 比和自治振興センター
総領 10月11日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 10月19日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

西城 10月19日㈭13時30分～15時30分 西城支所 西城支所市民生活係
☎0824-82-2124

東城 10月19日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

口和 ９月29日㈮９時30分～11時30分 口和保健福祉センター 口和支所市民生活係
☎0824-87-2112

高野 10月10日㈫13時～15時 高野支所 高野支所市民生活係
☎0824-86-2115

比和 10月３日㈫13時30分～15時30分 比和自治振興センター 比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

総領 10月11日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
庄原 10月６日㈮13時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島弁護士会による

無料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　高野 ９月22日㈮13時～16時 高野支所

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～16時

児童福祉課あんしん支援
係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

認知症カフェ

庄原「とんぼ」10月３日㈫13時30分～15時
庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・情報交換
参加費100円

高齢者福祉課地域包括支援
センター係
☎ 0824-73-1165

西城「コスモスカフェ」10月５日㈭13時30分～15時
西城保健福祉センター
（しあわせ館）

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城「おれんじカフェ・ええ塩
あんばい
梅」

９月26日㈫13時30分～14時30分 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

比和「あしたのカフェ」９月19日㈫13時30分～15時 小和田南集会所 比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

障害者相談員
定期相談会

庄原 10月16日㈪13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター 身体障害者相談員
社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210比和 10月３日㈫９時30分～12時 比和ふれあいセンター 身体・知的障害者

相談員

療 育 手 帳
巡回判定会 庄原 10月19日㈭10時～16時 市役所本庁舎１階相談室 １カ月前までに要予約

社会福祉法人
広島県福祉事業団
☎082-400-9010

身体障害者
補装具判定会 聴覚 10月17日㈫13時～13時45分 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ １週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

心の健康相談 10月17日㈫13時～14時30分 広島県北部保健所
三次市十日市東４-６-１

精神科医師による無料
相談。事前予約が必要。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5185

悩みごと、心配ごと、
困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします母子保健事業母子保健事業 ●保健医療課母子保健係　☎0824-73-1214

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付

10月２日㈪・16日㈪９時～17時 保健医療課母子保健係 ▪出産予定日と受診した
　病院名が分かるもの
▪本人確認書類
　（運転免許証など）
▪通帳・印鑑

事前予約が必要

10月14日㈯10時～12時 庄原ひだまり広場
（こども未来広場内） 事前予約が必要（先着２組）

９月25日㈪９時～12時 東城支所 事前予約が必要

育 児 相 談 10月10日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（こども未来広場内） 母子健康手帳

事前予約が必要。支所で
の相談を希望する場合は
お問い合わせください。

事業名 とき ところ 内容 備考

出 張 相 談 10月14日㈯
10時～12時

庄原ひだまり広場
（こども未来広場内）

妊娠・出産・子育てに関する情報提供や相
談

10月13日㈮17時までに
事前申し込みが必要。

子育て世代包括支援センター事業子育て世代包括支援センター事業 ●子育て世代包括支援センター　☎0824-73-1214

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

総
務
省
統
計
局
（
広
島
県
・
庄

原
市
）
は
、
10
月
１
日
を
基
準
日

に
「
令
和
５
年
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
住
生
活
に
関
す

る
最
も
基
本
的
で
重
要
な
調
査

で
、
全
国
約
３
４
０
万
世
帯
を
対

象
と
し
た
大
規
模
な
調
査
で
す
。

　

調
査
は
昭
和
23
年
以
来
５
年
ご

と
に
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
で
第

16
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
は

　

９
月
下
旬
に
、
調
査
対
象
と
な

る
世
帯
を
調
査
員
が
訪
問
し
ま

す
。

回
答
方
法

▪
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

▪
郵
送
回
答

▪
調
査
員
へ
の
手
渡
し

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

調
査
員
は
顔
写
真
入
り
の
調
査

員
証
（
立
入
検
査
証
）
を
携
帯
し

て
い
ま
す
。

　

統
計
調
査
員
を
装
っ
て
個
人
情

報
を
搾
取
す
る
「
か
た
り
調
査
」

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

行
政
管
理
課
広
報
統
計
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
９

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度　
　
　
　

説
明
会
・
登
録
要
否
相
談
会

　

10
月
１
日
か
ら
、
消
費
税
の
仕

入
税
額
控
除
の
方
式
と
し
て
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
税
務
署
で

説
明
会
・
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

①
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会　

　

消
費
税
の
基
本
的
な
仕
組
み
や

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概
要
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

と
き

９
月
20
日
㈬
、
10
月
18
日
㈬

10
時
～
11
時

②
登
録
要
否
相
談
会

　

個
別
に
事
業
実
態
を
伺
い
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
に
応
じ
て

登
録
の
考
え
方
な
ど
を
案
内
し
ま

す
。

と
き

９
月
20
日
㈬
、
10
月
18
日
㈬

11
時
～
12
時

そ
の
他

と
こ
ろ

庄
原
税
務
署

事
前
予
約
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
税
務
署

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
４
６
４

相　
　

談

広報しょうばら／ 2023.9　16 17　2023.9 ／広報しょうばら
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催　
　

し

※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募　
　

集

口
和
モ
ー
モ
ー
祭　
　
　
　

 

庄
原「
み
の
り
の
祭
典
'21
」

　
「
口
和
モ
ー
モ
ー
祭
」
と
庄
原

「
み
の
り
の
祭
典
'21
」
を
合
同
で

開
催
し
ま
す
。

　

見
て
、
食
べ
て
、
参
加
し
て
楽

し
め
る
、
和
牛
を
メ
イ
ン
と
し
た

お
祭
り
で
す
。
こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
延
期
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
本
年
は
５
年
ぶ
り
に
開
催

し
ま
す
。

　

黒
毛
和
牛
の
炭
火
焼
き
の
ほ

か
、
牛
の
大
行
進
や
牛
と
子
ど
も

の
綱
引
き
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、「
比
婆
牛
」
を
は
じ

め
と
し
た
特
産
品
・
加
工
品
の

販
売
や
各
団
体
の
展
示
、
歌
謡

シ
ョ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

と
き

10
月
７
日
㈯　

10
時
～
16
時

　
　

８
日
㈰　

９
時
～
16
時

と
こ
ろ　
口
和
総
合
運
動
公
園

問
い
合
わ
せ

口
和
モ
ー
モ
ー
祭
実
行
委
員
会

（
口
和
支
所
地
域
振
興
室
内
）　

☎
０
８
２
４
‐
87
‐
２
１
１
３

庄
原
市
の
地
域
医
療
を
考
え

る
会　
市
民
公
開
講
座

　

中
山
間
地
域
の
医
療
機
関
で
、

現
在
ど
の
よ
う
な
治
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
、
治
療
を
受
け
た
後

ど
の
よ
う
に
日
常
復
帰
で
き
る
か

な
ど
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
・
患

市税・保険料の納期限のお知らせ

納期限納期限
10月２日㈪10月２日㈪

■国民健康保険税（普徴）３期
■介護保険料（普徴）４期
■後期高齢者医療保険料
　（普徴）３期
　「口座振替」にしている人は、納期限の前日までに残
高確認をお願いします。

収納課収納係☎ 0824-73-1511

令和５年度　自衛官など採用案内
～平和を、仕事にする。陸海空自衛官募集～

募集項目 応募資格 受付期間 試験日程

自衛官候補生
男子

18歳以上33歳未満の者
※32歳の者は、採用予定月の１日か
ら起算して３カ月に達する日の翌月
の末日現在、33歳に達していない者

年間を通じ
て受け付け 受付時にお知らせします

女子

第３回
一般曹候補生

11月30日
㈭まで

１次：12月９日㈯
２次：１月11日㈭

防衛大学校
学生 一般

18歳以上21歳未満の者
（自衛官は23歳未満）
※高卒または高専３年次修了

（見込み含む）

10月18日
㈬まで

１次：10月28日㈯
２次：11月28日㈫～12月２日㈯

防衛医科
大学校

医学科 18歳以上21歳未満の者
※高卒または高専３年次修了

（見込み含む）

10月11日
㈬まで

１次：10月21日㈯
２次：12月13日㈬～15日㈮

看護学科 10月４日
㈬まで

１次：10月14日㈯
２次：11月25日㈯・26日㈰

詳しくは自衛隊広島地方協力本部ホームページをご覧になるか、三次地域事務所にお問い合わせください。
問い合わせ　自衛隊広島地方協力本部三次地域事務所　☎ 0824-62-0350

宝
く
じ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア

ド
リ
ー
ム・サ
ッ
カ
ー　
　

in
庄
原

　

庄
原
市
に
、
サ
ッ
カ
ー
元
日

本
代
表
選
手
が
や
っ
て
く
る

「
宝
く
じ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
ド

リ
ー
ム
・
サ
ッ
カ
ー
in
庄
原
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
小
学
４
年
生
～
中

学
１
年
生
を
対
象
と
し
た
サ
ッ

カ
ー
教
室
や
、
地
元
チ
ー
ム
と

元
日
本
代
表
選
手
と
の
ド
リ
ー

ム
・
ゲ
ー
ム
（
親
善
試
合
）
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

随
時
掲
載
し
ま
す
。

と
き　
11
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

と
こ
ろ　
上
野
総
合
公
園

内
容

▼
11
日　

　

指
導
者
ク
リ
ニ
ッ
ク

▼
12
日

　

少
年
少
女
サ
ッ
カ
ー
教
室

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン（
Ｐ
Ｋ
戦
）

　

ド
リ
ー
ム
・
ゲ
ー
ム

　

ド
リ
ー
ム
抽
選
会

そ
の
他

　

12
日
は
、
入
場
整
理
券
が
必

要
で
す
。
整
理
券
は
10
月
中
旬

に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

主
催

広
島
県

庄
原
市

（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

協
力

（
公
財
）
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

問
い
合
わ
せ

い
ち
ば
ん
づ
く
り
課
い
ち
ば
ん

づ
く
り
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
７
８

相
続・遺
言
に
関
す
る
相
談
会

　

広
島
司
法
書
士
会
で
は
、相
続
・

遺
言
に
関
す
る
多
様
な
悩
み
を
抱

え
た
人
の
相
談
に
無
料
で
応
じ
る

相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

と
き　
10
月
１
日
㈰
、
11
月
５
日

㈰
、
12
月
３
日
㈰
、
２
月
４
日
㈰
、

３
月
３
日
㈰

10
時
～
16
時

と
こ
ろ　
広
島
司
法
書
士
会
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー

（
広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
６
‐
69
）

電
話
相
談

☎
０
８
２
‐
５
１
１
‐
７
１
９
６

問
い
合
わ
せ
・
面
談
予
約

広
島
司
法
書
士
会

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
５
３
４
５

第
９
回
庄
原
書
道
墨
友
会
展

と
き　

10
月
５
日
㈭
～
８
日
㈰

と
こ
ろ　

庄
原
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

庄
原
書
道
墨
友
会　

会
長　

平
岡
慶
舟

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
６
７
７

者
の
視
点
に
立
っ
て
、
庄
原
赤
十

字
病
院
の
３
人
の
医
師
が
分
か
り

や
す
く
解
説
し
ま
す
。

　

ま
た
、
庄
原
で
も
都
市
部
と
変

わ
ら
な
い
最
新
の
治
療
が
提
供
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
、
併
せ
て
紹
介

し
ま
す
。

と
き

10
月
７
日
㈯　

14
時
か
ら

講
座
名

こ
の
地
域
で
ず
～
っ
と
暮
ら
し
た

い
②

～
地
域
で
受
け
ら
れ
る
医
療

２
０
２
３
～

講
師

▼
外
科　

中
村　

峻
輔
医
師

▼
循
環
器
内
科　

原
田　

侑
医
師

▼
漢
方
・
疼
痛
緩
和

　

中
村　

裕
二
医
師

と
こ
ろ

庄
原
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
医
療
予
防
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
５

庄
原
赤
十
字
病
院　

経
営
企
画
課

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
３
１
１
１

県
営
住
宅
入
居
者

　

市
内
の
県
営
住
宅
の
う
ち
、
新

た
に
空
き
が
生
じ
た
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間

10
月
17
日
㈫
～
19
日
㈭

※
最
終
日
消
印
有
効

受
付
時
間　
８
時
30
分
～
17
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同

組
合　

県
営
住
宅
管
理
グ
ル
ー
プ

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
６
５
７
５

三
次
高
等
技
術
専
門
校　

 　

４
月
入
校
生

募
集
訓
練
科

▼
自
動
車
整
備
科（
期
間
２
年
・

　

高
等
学
校
卒
業
見
込
み
の
人
）

▼
溶
接
加
工
科（
期
間
１
年
）

▼
建
築
科（
期
間
１
年
）

▼
介
護
サ
ー
ビ
ス
科（
期
間
６
カ

　

月
）

※
各
科
の
見
学
は
い
つ
で
も
で
き

ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に

連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
対
象
者

令
和
５
年
度
中
学
校
・
高
等
学
校

卒
業
見
込
み
の
人

応
募
受
付
期
間

９
月
19
日
㈫
～
10
月
27
日
㈮
必
着

選
考

▼
選
考
日　

11
月
９
日
㈭

▼
選
考
内
容　

数
学
・
国
語
・
面

接▼
合
格
発
表　

11
月
28
日
㈫

問
い
合
わ
せ

三
次
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
３
４
３
９

そ　

の　

他

高
速
道
路
沿
線
に
竹
木
な
ど

を
所
有
し
て
い
る
人
へ

　

台
風
に
よ
る
強
風
な
ど
に
よ

り
、
沿
線
か
ら
高
速
道
路
内
に
竹

や
樹
木
が
倒
れ
込
み
、
走
行
中
の

車
に
衝
突
す
る
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

高
速
道
路
沿
線
で
、
竹
木
や
森

林
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
竹
や

樹
木
が
高
速
道
路
内
に
倒
れ
る
危

険
が
な
い
よ
う
に
、
伐
採
な
ど
の

対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

道
路
上
に
竹
木
な
ど
が
倒
れ
込

む
危
険
性
が
あ
る
場
合
、
ま
た
は

実
際
に
倒
れ
込
ん
だ
場
合
に
は
、

安
全
確
保
の
た
め
伐
採
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
倒
木
・
倒
竹
に
よ
る
事

故
が
発
生
し
た
場
合
、
所
有
者
責

任
が
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

高
速
道
路
の
安
全
確
保
に
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
中
国

支
社
三
次
高
速
道
路
事
務
所

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
５
１
３
５
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全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！

第
35
回
全
国
健
康
福
祉
祭　

え
ひ
め
大
会
剣
道
交
流
大
会

（
10
月
28
～
31
日
／
愛
媛
県
松
山

市
）

広
島
県
代
表

高
木　
　

保（
東
城
町
）

田
淵　

秀
彦（
西
城
町
）

県
大
会

中
国
大
会

全
国
大
会

そ
の
他

問
い
合
わ
せ

㈱
グ
リ
ー
ン
ウ
イ
ン
ズ
さ
と
や
ま

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
７
２
１
１

※
詳
細
は
公
式
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い

ひ
ば
の
里　

秋
の
神
楽

ひ
ば
の
里　

秋
の
神
楽

　

中
国
地
方
の
伝
統
芸
能
で
あ
る

神
楽
を
上
演
し
ま
す
。

と
き　

９
月
17
日
㈰　

穴
笠
神
楽
団

９
月
24
日
㈰　

宮
乃
木
神
楽
団

10
月
1
日
㈰　

比
婆
荒
神
神
楽
社

上
演
日
程

午
前
の
部　

11
時
～
12
時
30
分

午
後
の
部　

13
時
30
分
～
15
時
30

分※
演
目
の
内
容
に
よ
り
、
上
演
時

間
が
前
後
す
る
場
合
あ
り
。

※
演
目
な
ど
の
詳
細
は
公
園
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　
ひ
ば
の
里　

神
楽
殿　

※
記
載
の
内
容
は
、
８
月
現
在
の

も
の
で
す
。
天
候
な
ど
に
よ
り
、

変
更
ま
た
は
中
止
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

B
IH

O
K

U
 F

ire
D

R
O

N
E 

B
IH

O
K

U
 F

ire
D

R
O

N
E 

FA
N

T
A

S
IA

FA
N

T
A

S
IA

　

７
千
発
の
花
火
と
３
０
０
機
の

ド
ロ
ー
ン
が
シ
ン
ク
ロ
す
る
花
火

大
会
！ 

花
火
と
ド
ロ
ー
ン
が
息

を
合
わ
せ
、
二
つ
の
要
素
が
夜
空

で
一
体
と
な
り
、
壮
大
な
物
語
を

生
み
出
し
ま
す
。

と
き　
10
月
８
日
㈰

※
雨
天
決
行（
荒
天
の
場
合
中
止
）

※
ド
ロ
ー
ン
は
天
気
・
強
風
の
影

響
で
実
施
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

り
、
そ
の
場
合
は
花
火
の
打
ち
上

げ
の
み
実
施
。

イ
ベ
ン
ト
日
程

15
時
30
分
開
場
／
19
時
30
分
開
演

／
20
時
15
分
終
演
（
予
定
）

※
イ
ベ
ン
ト
会
場
（
料
金
所
）
へ

の
最
終
入
場
は
19
時
30
分
ま
で
。

※
公
園
へ
の
入
園
は
14
時
ま
で
、

15
時
に
閉
園
。
チ
ケ
ッ
ト
を
持
っ

て
い
る
人
も
、
一
旦
公
園
か
ら
退

園
し
て
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　
大
芝
生
広
場

参
加
費

▼
チ
ケ
ッ
ト　

５
千
円

※
中
学
生
以
下
は
、
チ
ケ
ッ
ト
を

持
っ
て
い
る
保
護
者
同
伴
に
限
り

入
場
無
料
。

▼
駐
車
券　

千
円

※
中
型
車
以
上
は
３
千
円
、
料
金

は
当
日
徴
収
。

※
二
輪
と
自
転
車
は
無
料
。

国営備北国営備北
丘陵公園丘陵公園
だよりだより

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（https://www.bihokupark.jp/）

備北コスモスピクニック備北コスモスピクニック
９月16日㈯～10月15日㈰  開催！

入
園
料
・
駐
車
料
無
料
日

入
園
料
・
駐
車
料
無
料
日

と
き　
９
月
18
日
（
月
・
祝
）・
10

月
８
日
㈰
・
15
日
㈰

※
９
月
18
日
（
敬
老
の
日
）
は
65

歳
以
上
の
人
に
限
り
入
園
料
無
料
。

さ
ら
に
65
歳
以
上
の
人
が
乗
車
し

て
い
る
車
両
に
限
り
駐
車
料
無
料
。

（
大
型
は
除
く
）

※
10
月
８
日
㈰
・
15
日
㈰
は
、
秋

の
都
市
緑
化
月
間
お
よ
び
都
市
公

園
制
度
制
定
１
５
０
周
年
の
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
入
園
料
無
料
。

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島　
　

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島　
　

応
援
イ
ベ
ン
ト

応
援
イ
ベ
ン
ト

　

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
の
非
売

品
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
レ
ア
グ

ッ
ズ
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
大
会
や
、

ス
タ
ジ
ア
ム
グ
ル
メ
屋
台
の
出
張

販
売
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
開
催
！ 

ま
た
、
サ
ン
フ
レ
ッ

チ
ェ
広
島
Ｏ
Ｂ
の
森
﨑
浩
司
ア
ン

バ
サ
ダ
ー
や
、
中
島
浩
司
さ
ん
が

ゲ
ス
ト
と
し
て
登
場
し
ま
す
。

と
き　
９
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

10
時
～
16
時

と
こ
ろ　

大
芝
生
広
場

料
金　

観
覧
無
料
、

飲
食
・
体
験

有
料

出張買取
0120-66-1035

売れる物なら何でも
遺品整理やお片付け、

全て美幸さんに
任せてよかった！

引っ越し・新生活！

創業64周年の安心と信頼。

出張買取の美幸 株式会社ジュエルグランスエムネ
広島県三次市塩町2123-5 / 古物許可番号 広島 公安委員会許可証：731150700003

地域密着だからできる大手さんより高い買取価格！

いたします！いたします！

出張

円0
見積

円0
キャンセル料

円0
担当鑑定士：末宗 良規

広告広告広告

※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
54
回
全
国
中
学
校
柔
道
大

会
（
８
月
17
～
20
日
／
徳
島
県
鳴
門

市
）

個
人

-50
㎏
級

団
体
戦

吉
田　

真
太

（
長
洲
中
２
年
・
川
手
町
）

第
55
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア　

柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会　

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会

（
７
月
９
日
／
岡
山
県
岡
山
市
）

男
子
73
㎏
級　
第
２
位

三
河
内
陸
至

（
崇
徳
高
２
年
・
永
末
町
）

男
子
73
㎏
級　
第
３
位

野
﨑　

廉
雅

（
開
星
高
３
年
・
高
町
）

第
33
回
広
島
県　
　
　
　
　

シ
ニ
ア
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
５
月
27
日
／
東
広
島
市
）

剣
道

60
～
69
才
の
部　
第
３
位

高
木　
　

保（
東
城
町
）

70
才
以
上
の
部　
第
２
位

田
淵　

秀
彦（
西
城
町
）

第
55
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア　

柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会　

広
島
県
予
選
会

（
６
月
17
日
／
広
島
市
中
区
）

男
子
73
㎏
級　
優
勝

三
河
内
陸
至

（
崇
徳
高
２
年
・
永
末
町
）

第
32
回
日
整
全
国
少
年
柔
道

大
会　
広
島
県
予
選

（
７
月
９
日
／
広
島
市
中
区
）

２
年
の
部　
優
勝

吉
田　

希
生（
庄
原
小
２
年
）

第
58
回
庄
原
市
少
年
少
女　

水
泳
記
録
会

（
７
月
28
日
／
西
城
温
水
プ
ー
ル

水
夢
）

【
各
種
目
第
１
位
】

５
年
女
子
25
ｍ
背
泳
ぎ

永
田　

皐
葵（
板
橋
小
５
年
）

６
年
男
子
25
ｍ
背
泳
ぎ

小
野　

颯
佑（
東
城
小
６
年
）

６
年
女
子
25
ｍ
背
泳
ぎ

大
歲　

美
結（
庄
原
小
６
年
）

５
年
男
子
25
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

藤
本　

晴
斗（
粟
田
小
５
年
）

５
年
女
子
25
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

大
坂　

奈
央（
高
野
小
５
年
）

６
年
男
子
25
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

田
邉　

宇
海（
東
城
小
６
年
）

※
「
あ
っ
ぱ
れ
！
庄
原
」
に
該
当

す
る
人
の
情
報
は
、
行
政
管
理
課

広
報
統
計
係
（
☎
０
８
２
４
‐
73

‐
１
１
５
９
）
ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

６
年
女
子
25
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

明
賀　

琴
音（
東
小
６
年
）

５
年
男
子
25
ｍ
自
由
形

本
山　

拓
弥（
口
和
小
５
年
）

５
年
女
子
25
ｍ
自
由
形

水
田　

理
陽（
東
城
小
５
年
）

５
年
男
子
50
ｍ
自
由
形

伊
達　

竜
斗（
峰
田
小
５
年
）

５
年
女
子
50
ｍ
自
由
形

大
坂　

奈
央（
高
野
小
５
年
）

６
年
男
子
50
ｍ
自
由
形

吉
岡　

瑞
稀（
東
城
小
６
年
）

６
年
女
子
50
ｍ
自
由
形

明
賀　

琴
音（
東
小
６
年
）

５
年
女
子
25
ｍ
平
泳
ぎ

小
川　

舞
華（
東
城
小
５
年
）

６
年
男
子
50
ｍ
平
泳
ぎ

田
邉　

宇
海（
東
城
小
６
年
）

１
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

髙
尾　

昊
佑（
東
城
小
６
年
）

田
邉　

宇
海（
東
城
小
６
年
）

落
合　

桜
史（
東
城
小
６
年
）

佐
々
木
可
鈴（
東
城
小
５
年
）

10
月
か
ら
市
役
所
か
ら
の　

着
信
番
号
が
変
わ
り
ま
す

　

現
在
、
市
か
ら
電
話
が
掛
か
っ

て
き
た
場
合
、
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
機
能
の
あ
る
電
話
機

に
は
「
０
５
０
」「
０
８
２
４
」

「
０
８
４
７
７
」
の
い
ず
れ
か
で
始

ま
る
番
号
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
か
ら
は
、「
０
５
０
」
の
表

示
が
な
く
な
り
、「
０
８
２
４
」
ま

た
は
「
０
８
４
７
７
」
で
始
ま
る

番
号
の
い
ず
れ
か
が
表
示
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
市
役
所
へ
電
話
を
掛
け

る
際
は
、
従
来
通
り
の
電
話
番
号

で
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

企
画
課
デ
ジ
タ
ル
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
４
８

開園時間　９時30分～17時（入園は16時まで）
※ただし10月８日（日）は9時30分～15時
　（入園は14時まで）
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おお知らせ知らせInformatioInformationn

比和自然科学博物館 ☎ 0824-85-3005

開館：９時～17時　（年末年始休館）

お詫びと訂正

８月号の内容に誤りがありました。
お詫びして次のとおり訂正いたします。
▶９ページ
　「学校ごとの児童生徒数の推計」の表
　令和５年度（５月１日現在）の山内小学校の
　５・６年生が複式学級となっていますが、正
　しくは単式学級でした。
▶裏表紙
　「自衛官募集相談員委嘱式」画像の説明文
　（誤）　左から木山市長、林さん、垣内本部長
　（正）　左から木山市長、林さん、柿内本部長

※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

食育コーナー　  

問農業振興課 ☎ 0824-73-1131

休日診療のご案内

●東城地域

９月・10月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶二十歳を祝う会の会場では、友人との再会を喜ぶ
皆さんの笑顔で溢れていました。本年度20 歳を迎え
る皆さん、おめでとうございます。

人の動き （庄原市の人口） 

令和５年７月末現在

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３２，２４２人（前年比－７１４人）　
男　　１５，４１６人（前年比－３３７人）　
女　　１６，８２６人（前年比－３７７人）
世帯数　１５，００９世帯（前年比－１４８世帯）
[ うち外国人 ]　人口　４８６人（前年比３１人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１６，９１６人（７，８８３世帯）
○西城地域　　２，９７４人（１，３２６世帯）
○東城地域　　６，７９０人（３，３００世帯）
○口和地域　　１，７５３人　　（７５０世帯）
○高野地域　　１，５０２人　　（６４０世帯）
○比和地域　　１，１５８人　　（５４４世帯）
○総領地域　　１，１４９人　　（５６６世帯）

￥ 市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●収納課　　　　　☎０８２４‐７３‐１５１１
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●広島県水道広域連合企業団庄原事務所業務係
　　　　　　　　　☎０８２４‐７３‐１１９７

９月24日（日）こぶしの里クリニック ☎08477-2-5255
10月１日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151

８日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
15日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

　市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる
市民ギャラリーです。
▶第 19 回庄原絵手紙大賞作品展
とき　10月８日㈰～10日㈫　10時～15時
問庄原市文化協会事務局　☎ 080-6310-0125（桑原）
※展示を希望する団体(または個人)はお申し込みくださ
い。使用料は要りません。

９月・10 月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
〇草木染め教室
　とき　９月25日㈪　「ベニバナ」
　　　　①９時～12時 　②13時～16時
▶展示・販売＆イベント
〇水庄会作品展
　とき　10月６日㈮～15日㈰
〇シルバー人材センター（てしごとの会）
　とき　10月21日㈯・22日㈰

☎ 0824-75-4411

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1189

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座
と　き　10 月９日 （月 ・ 祝）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

10 月　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願いします。

実施日 会　場 受付時間
９月20日㈬ 市役所本庁舎 10時～11時15分

12時30分～15時

10月10日㈫ 県立広島大学
庄原キャンパス 11時～15時

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

庄原市食農教育モデル事業
　市は、「食農モデル事業」として、地域の農業や食の安全
などに対する、子どもたちの関心・理解を深めるため、市内
の小・中学校で「食」と「農業」の大切さを学習する取り組
みを支援しています。
　本年度は、市内の小学校 11 校がこの事業に取り組みまし
た。
　米・野菜づくりのほか、りんごやぶどう、ブルーベリーな
どの栽培・収穫作業などを体験しました。
　東城小学校では、昨年度に引き続き、夏野菜の栽培が行わ
れました。児童が自ら苗を選び、苗植えから収穫までの農作
業を体験。その後、育てたトマト・ナス・トウモロコシを使っ
てピザを作りました。
　ピザを食べた児童は「自分で育てたから、苦手な野菜でも
おいしく食べられた」と笑顔で話しました。
　また、授業では、地域の農業者山

や ま も と

本一
か ず も り

守さんを講師に迎え、
児童が野菜を作る上で不思議に感じることや、興味のあるこ
とについて聞きました。
　これらの活動は、毎日の「食」と食材ができるまでの「農」
の結び付きを、子どもたちに知ってもらう大切な機会となっ
ており、食に関する意欲の向上や、地域農業への理解を深め
ることにつながっています。

とき　　９月 25日㈪　12時 15 分～ 12時 55 分
ところ　市役所本庁舎　1階市民ホール
とき　　９月 25日㈪　17時 30 分～ 18時 30 分
ところ　市役所東城支所　1階ホール

出演者　
平
へいきょく

曲弾き語り奏者
荒
あ ら お

尾　努
つとむ

演奏曲目　
祇
ぎおんしょうじゃ

園精舎、敦
あ つ も り さ い ご

盛最期、那
な す の よ い ち

須与一
▶荒尾　努
　平曲（正

せ い ち ょ う へ い け び わ

調平家琵琶）弾き語り奏者。
　慶應義塾大学非常勤講師。
　大学在学中の平成 11 年から平曲を学び始め、数
少ない継承者として、平家ゆかりの厳島神社をはじ
め全国の神社仏閣、小中学校、大学、平家に関連す
る各種イベントを中心に演奏・講演活動を行ってい
る。
　平成 17 年には宮島観光大使に就任。
　ＮＨＫ「探検ロマン世界遺産」やＷＯＷＷＯＷ「美
術のゲノム」などテレビ番組にも出演。
　平成 21 年公開の映画「禅 ZEN」では琵琶演奏を
担当。チャイコフスキーモスクワ音楽院やアリゾナ
州立大学から招

しょうへい

聘を受けるなど、活躍の場を世界に
広げている。

中村慎吾名誉館長追悼展
「虫と草木と人びとと‐博物館のあゆみと共に‐」

開催中
　本年１月 3 日、中

な か む ら

村慎
し ん ご

吾名誉館
長の突然の訃報が届きました。
　中村名誉館長は、昭和６年に比
和町で生まれ、１歳で父母に連れ
られ韓国に移住、終戦の年（昭和
20 年）に 14 歳で１人帰国し、県
立格致中学校に転入学しました。
　同校を卒業後、比和町立比和小学校の助教諭に採用され
教
きょうべん

鞭を取る傍ら、本格的に自然科学研究者としての道を歩み
始めました。その後カミキリムシの研究で博士号（農学博士）
を取得し、小学校長・比和町教育長・比婆科学教育振興会事
務局長などを務めながら、中国山地の自然を中心に研究に取
り組み、県内の自然科学研究の礎を築きました。また、研究
活動を通して、多くの研究者や教育関係者を育成しました。
　中村名誉館長は、当館が開館した昭和 26 年から初代学芸
員を務め、その後も博物館の運営に関わってきました。昭和
63 年、比和町教育長に就任と同時に館長を兼務すると、新
博物館の建設や地学分館の設置など、施設の近代化と内容の
充実を進めました。平成 25 年からは名誉館長として、今日
まで博物館運営の柱として活躍してきたのです。
　今回の特別展のテーマは「虫と草木と人びとと」です。こ
れは、中村名誉館長の著作集のタイトルを元にしています。
鹿

か の

野忠
た だ お

雄という作家の著書である「山と雲と蕃
ば ん じ ん

人と」という
フレーズを気に入り、このタイトルを決めたそうです。展示
は、タイトルのとおり「虫」「草木」「人びと」を通して、中
村名誉館長の生涯の活躍を紹介しています。
　「虫」では、カミキリムシの研究内容や広島県昆虫誌、台

タイペイ

北
日本人学校に赴任した際に収集した昆虫標本などを展示して
います。「草木」では、晩年取り組んだ吾妻山・比婆山・道

後山植物調査や、植物採集の代表的
な標本を展示しています。「人びと」
では、モグラサミットや比婆科学教
育振興会、日本を代表する植物学者
牧
ま き の

野富
と み た ろ う

太郎に影響された植物画、中
村名誉館長が人生で大きな影響を受
けた人達などを紹介しています。
　在りし日の中村名誉館長の姿を想
像しながら、展示をご覧ください。

庄
原

東
城

東城小学校の取り組みの様子

広報しょうばら／ 2023.9　22 23　2023.9 ／広報しょうばら
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  SHISEI  Topics　市政トピックス 　市政トピックス 
＼裏表紙に出張！／＼裏表紙に出張！／

　

７
月
20
日
、
庄
原
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
「
第
１
回
み
ん

な
つ
な
が
る
地
域
交
流
会
」を
開
催
し
、

67
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
市
民
が
主
役
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
、
自
治
活
動
の
推
進

や
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的

に
、
市
と
庄
原
市
自
治
振
興
区
連
合
会

が
共
同
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
島
根
県
立
大
学
地
域
政
策

学
部
准
教
授
の
田た

な
か中
輝て

る
み美
さ
ん
が
「
関

係
人
口
と
地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
を
行
い
ま
し
た
。
田
中
さ
ん
は
講

演
の
中
で
、
過
疎
地
域
の
取
り
組
み
事

例
を
紹
介
し
な
が
ら
「
人
口
減
少
が
進

む
中
で
、
地
域
に
関
わ
る
人
（
関
係
人

口
）
と
連
携
し
て
地
域
づ
く
り
を
考
え

る
こ
と
が
大
切
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
よ
り
多
く
の
人
に

庄
原
市
に
関
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大

切
だ
と
感
じ
た
」
と
い
う
意
見
や
「
地

域
活
動
の
進
め
方
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

　

市
は
自
治
振
興
区
と
協
力
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
７
月
18
日
に
は
、
22
自
治
振
興

区
の
区
長
・
会
長
が
出
席
し
、
庄
原
市

自
治
振
興
区
連
合
会
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
自
治
振
興

区
相
互
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
を
確

認
し
、
本
年
度
の
事
業
計
画
や
各
自
治

振
興
区
の
取
り
組
み
状
況
な
ど
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
４
日
～
20
日
に
、
帝
釈
峡
の
永え

い
み
ょ
う
じ

明
寺
周
辺
で

「
帝
釈
峡
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
、
名
勝
・
国
定
公
園
帝
釈

峡
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
夏
休
み
期
間
中
、
多

く
の
人
に
帝
釈
峡
を
訪
れ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い

か
ら
開
催
し
ま
し
た
。

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
初
日
と
最
終
日
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
」「
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

４
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
木
山
耕

三
市
長
、
入い

り
え江
嘉よ

し
の
り則
神
石
高
原
町
長
、
庄
原
市
ふ
る

さ
と
大
使
の
西に

し
だ田
篤あ

つ
し史
さ
ん
、
庄
原
市
ジ
ビ
エ
大
使

の
松ま

つ
も
と本
裕ゆ

み

こ

見
子
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
行

い
、
４
人
の
軽
快
な
ト
ー
ク
で
会
場
に
は
笑
顔
が
溢

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
書
道
家
の
坂さ

か
ぐ
ち口
赤せ

き
ど
う道
さ
ん
に
よ
る
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
、
佐
々
木
リ
ョ
ウ
さ
ん
の
ラ
イ
ブ

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た

ほ
か
、
多
く
の
バ
ザ
ー
が
出
店
さ
れ
食
べ
物
の
販
売

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
を
訪
れ
た
人
は
「
雄
大
な
自
然
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
は
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
だ
っ
た
。
期
間
中
、

何
度
か
訪
れ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

講演会の様子（みんなつながる地域交流会）

佐々木リョウさんが熱唱
（クロージングイベント）

参加者で記念撮影（庄原市自治振興区連合会総会）

地域に関わる人を増やすには
第１回みんなつながる地域交流会

光に包まれる帝釈峡
帝釈峡ライトアップイベント

自治
定住課

商工
観光課

名勝・国定公園帝釈峡記念事業

「「帝釈峡マラニック大会帝釈峡マラニック大会」参加者募集中！」参加者募集中！
とき　11 月 26 日㈰11 月 26 日㈰
拠点会場　帝釈峡スコラ高原帝釈峡スコラ高原
　　　　　（受け付け・スタート・ゴール）（受け付け・スタート・ゴール）
ロングコースの部（65km）

【定員】200 人　【参加費】１万２千円【定員】200 人　【参加費】１万２千円

ショートコースの部
①雄橋コース（12km）①雄橋コース（12km）
②神龍湖コース（９km）②神龍湖コース（９km）

【定員】　各 150 人【定員】　各 150 人
【参加費】　４千円【参加費】　４千円

参加申し込み
【申込期限】　10 月 22 日㈰【申込期限】　10 月 22 日㈰
【申し込み方法】【申し込み方法】
①「RUNNET」から申し込み①「RUNNET」から申し込み
②申込書をいちばんづくり課へ提出②申込書をいちばんづくり課へ提出

問い合わせ・申し込み　帝釈峡マラニック大会実行委員会事務局　（いちばんづくり課　☎ 0824-73-1278）
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